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●
子
ど
も
た
ち
の
瞳
が
輝
き
、
元
気
な
声
が
響
く
島
を

　

子
ど
も
た
ち
は
島
の
宝
物
―
―
こ
の
言
葉
は
、
島
の
区
長
さ
ん
方

か
ら
い
た
だ
い
た
最
高
の
贈
り
物
で
あ
り
、
教
員
と
し
て
使
命
感
に

燃
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

平
成
一
六
年
三
月
、
そ
れ
ま
で
浦
戸
諸
島
の
寒さ

風ぶ

沢さ
わ

島じ
ま

に
あ
っ
た

浦
戸
第
一
小
学
校
は
、
在
籍
児
童
が
三
名
の
み
と
な
り
閉
校
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
三
名
の
児
童
は
、
桂
島
に
あ
る
浦
戸
第
二
小
学
校
に

籍
を
移
し
ま
す
。
し
か
し
、
同
校
も
在
籍
が
一
九
名
と
な
り
、
さ
ら

に
は
入
学
児
童
数
の
増
加
が
見
込
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
後
の
学

校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
・
市
教
育
委

員
会
を
含
め
た
話
し
合
い
の
場
が
も
た
れ
、
野
々
島
に
あ
る
浦
戸
中

学
校
に
浦
戸
第
二
小
学
校
を
併
設
し
、
学
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
七
年
度
、
活
性
化
に
向
け
て
、
島
外
か
ら
の
児
童
・
生
徒

の
受
け
入
れ
を
可
能
に
す
る
「
小
規
模
特
認
校
制
度
」
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
小
規
模
校
の
特
色
あ

る
教
育
を
受
け
た
い
、
と
い
う
保
護
者
や
子
ど
も
の
希
望
が
あ
る
場

合
、
住
所
を
移
さ
ず
に
学
区
外
か
ら
で
も
、
そ
の
児
童
・
生
徒
の
転

入
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
浦
戸
第
二
小
学
校
・
浦
戸
中
学
校

は
、
宮
城
県
内
最
初
の
指
定
校
で
す
。
同
二
七
年
度
、
小
中
一
貫
校

と
な
る
の
に
と
も
な
い
、
学
校
名
が
浦
戸
第
二
小
学
校
か
ら
浦
戸
小

学
校
に
変
更
さ
れ
、
浦
戸
小
中
学
校
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
将
来
、
積
極
的
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
育
て

る
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
や
文
化
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
各
人
の
役
割

塩竃

至 塩竃 宮戸島

野々島

朴島

桂島
寒風沢島2km

浦戸諸島：日本三景の松島湾内にあり、
桂島・野々島・寒風沢島・朴島の4島
からなる複雑な海岸線をもつ島々。人
口は4島を合わせて363人（平成28年
8月末現在）。総面積は2.92km2、海岸
線の総延長は31.4ｋｍ。カキや海苔の
養殖など水産業がさかん。

海
も
船
も
学
び
の
場
│
│

島
と
と
も
に
歩
む
浦
戸
の
学
校

❶
浦う

ら

戸と

諸し
ょ

島と
う︵

宮
城
県
塩
竈
市
︶
│
浦
戸
小
中
学
校

塩
竈
市
立
浦
戸
小
中
学
校��

校
長　

斎
藤 

博
厚

離 島 通 学
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生
は
小
学
生
に
対
し
思
い
や
り
が
あ
り
、
よ
く
面
倒
を
見
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
心
の
ケ
ア
や
安
全
を
考
慮
し
、
四
班
の
縦

割
り
編
制
で
集
団
登
校
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
校
時
は
、「
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
」
と
、
ニ
コ
ニ
コ
話
し
か
け
る
小
学
生
と
そ
れ
に
や
さ
し

い
笑
顔
で
応
え
る
中
学
生
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

島
外
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
全
教
職
員
が
市
営
汽

船
を
利
用
し
て
通
っ
て
い
ま
す
。
船
の
中
で
、
教
員
に
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
（
通
称
：
船ふ

な
べ
ん勉
）
児
童
・
生
徒
の
姿

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

●
島
の
資
源
を
生
か
し
た
「
浦
戸
科
」

　

平
成
二
七
年
度
か
ら
は
、
文
部
科
学
省
よ
り
教
育
課
程
特
例
校
の

指
定
を
受
け
、本
校
で
は
独
自
の
教
科
「
浦
戸
科
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

浦
戸
科
は
、
総
合
的
な
学
習
と
、
特
別
活
動
お
よ
び
生
活
科
の
一

部
の
内
容
を
再
編
し
た
教
科
で
す
。
浦
戸
諸
島
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
文
化
、
伝
統
な
ど
の
地
域

素
材
を
生
か
し
、
自
ら
の
志
の
実
現
に
向
け
主
体

的
に
取
り
組
む
児
童
・
生
徒
を
育
て
る
こ
と
、
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
九
年
間
を
見
通
し
た

小
中
一
貫
教
育
の
も
と
、
こ
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
浦
戸
科
の
活
動
は
、
三
つ
の
柱
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

や
活
躍
の
場
を
多
く
設
け
、
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
る
教
育
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
美
し
い
海
や
四
季
折
々
の
自
然
を
体
験

学
習
と
し
て
多
く
取
り
入
れ
、
地
域
、
保
護
者
と
一
体
と
な
っ
た
教

育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
学
ぶ
学
校
、
子
ど
も
と
と
も
に
教
師
も
育
つ
「
共き
ょ
う
い
く育

の

学ま
な
び
や舎
」
を
実
現
さ
せ
た
い
、
そ
し
て
、“
島
の
宝
”
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
瞳
を
輝
か
せ
、
元
気
な
声
を
島
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
た
い
、

そ
ん
な
思
い
で
教
育
活
動
に
取
り
組
む
毎
日
で
す
。

●
登
下
校
も
学
習
の
場
に

　

今
年
度
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
小
学
生
一
七
名
、
中
学
生
一
九
名

の
計
三
六
名
で
、
そ
の
う
ち
特
認
児
童
・
生
徒
は
三
四
名
で
す
。
ど

の
児
童
・
生
徒
も
と
て
も
素
直
で
穏
や
か
で
す
。
小
学
一
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
、
み
ん
な
仲
が
良
く
、
協
力
的
で
す
。
特
に
中
学

下校の船のなかで勉強（船勉）する児童。

塩竈市唯一の田んぼがある寒風沢島で
の田植え体験。

島の漁業者さんによる牡蠣むきの講習。
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①
地
域
の
特
色
を
学
ぶ
体
験
学
習

　

浦
戸
の
自
然
や
産
業
に
触
れ
、
地
域
の
良
さ
を
体
験
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
「
ア
サ
リ
採
取
」「
牡
蠣
む
き
・
海
苔
す
き
（
隔
年
交
代
）」、

塩
竈
市
唯
一
の
水
田
が
あ
る
寒
風
沢
島
で
の
「
田
植
え
」
な
ど
で
す
。

浦
戸
で
働
く
人
々
の
温
か
さ
や
魅
力
を
感
じ
、
郷
土
愛
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

②
主
体
的
な
学
び
の
場
と
し
て
の
﹁
浦
戸
合
宿
﹂

　

全
校
児
童
・
生
徒
が
「
浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

ブ
ル
ー
セ
ン
タ
ー
）」
を
拠
点
に
、
浦
戸
の
自
然
や
文
化
を
主
体
的
に

学
び
ま
す
。「
サ
ン
ド
ア
ー
ト
づ
く
り
」、
カ
ヌ
ー
や
船
外
機
船
に
よ

る
「
海
か
ら
の
島
巡
り
」、
徒
歩
で
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
史
跡
や
景
勝

地
を
た
ど
る
「
陸
か
ら
の
島
巡
り
」
な
ど
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
島
の
方
々
か
ら
な
る
「
学
校
支
援
地
域
協
議
会
」
や
、
保

護
者
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
た
ち
の
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
浦
戸
の
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
れ
を
大
切
に
し

て
い
る
人
た
ち
の
誇
り
や
心
の
温
か
さ

を
感
じ
る
二
日
間
で
す
（
宿
泊
は
小
学
校

三
年
生
以
上
）。

③
創
作
演
劇
活
動
﹁
Ａ
Ｃ
Ｔ
﹂

　

地
域
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
を
題
材

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
の
演
劇
を
創

り
上
げ
る
活
動
で
、
今
年
で
一
三
回
目

と
な
り
ま
す
。
思
い
を
伝
え
る
表
現
力
や
、
仲
間
と
一
つ
の
も
の
を
創

り
上
げ
る
こ
と
で
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、

他
者
を
敬
い
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
体
験
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
演
劇
は
、
学
校
の
文
化
祭
の
み
な
ら
ず
、
市
の
ホ
ー
ル
で
も
上
演

し
、
多
く
の
方
々
に
浦
戸
の
素
晴
ら
し
さ
と
感
動
を
届
け
て
い
ま
す
。

●
内
外
へ
開
放
さ
れ
た
「
風
通
し
の
良
い
学
校
」

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
浦
戸
科
な
ど
の
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
島
の
教
育
素
材
を
最
大
限
生
か
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
方
々
が
学
校
行
事
に
参
加
し
た
り
、
児
童
・
生
徒
が
学
校
を
出

て
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
り
と
、
内
外
へ
開
放
さ
れ
た
〝
風
通
し

の
良
い
学
校
〟
を
中
心
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
生
き
生
き
と
生
活
し

て
い
ま
す
。

①
地
元
の
方
々
も
参
加
す
る
学
校
行
事

　

運
動
会
で
は
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
楽
し
め
る
種
目
を
設
け
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
海
苔
を
漉す

く
簾す
だ
れを
乾
燥
用
の
枠
に
懸
け
る
「
簾

懸
け
競
争
」
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
と
児
童
・
生
徒
が
手
を
取
り
合

い
な
が
ら
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
運
動
会
を
創
り
上
げ
る
た
め
、

運
動
会
の
案
内
状
は
、
児
童
・
生
徒
が
分
担
し
て
浦
戸
諸
島
の
各
家

庭
へ
配
り
ま
す
。
こ
の
時
も
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生

ま
で
で
構
成
す
る
四
班
編
成
で
、
四
つ
の
島
（
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風

沢
島
・
朴ほ
お

島じ
ま

）
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
形
で
す
。

　

運
動
会
開
催
に
向
け
た
校
庭
の
整
地
や
除
草
な
ど
に
、
ひ
ょ
っ
こ

浦戸を題材にした創作演劇活動「ACT」。
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り
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
地
域
や
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
当
日
の
朝
は
、
校
門
か
ら
校
庭
ま
で
大
漁
旗
が
飾
ら

れ
た
道
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
年
二
回
の
「
地
域
開
放
日
」
に
は
、
餅
つ
き
大
会
や
浦

戸
合
宿
で
つ
く
っ
た
「
浦
戸
か
る
た
大
会
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
招

待
状
も
児
童
・
生
徒
が
配
っ
て
歩
き
ま
す
。

②
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
地
域
活
動

「
ア
サ
リ
採
取
」
の
会
場
や
「
海
か
ら
の
島
巡
り
」
の
起
点
と
な
る

　はじめに、東日本大震災時に
おきまして、4カ月を超える避
難所生活に浦戸小中学校をお借
りいたしましたこと、この場を
借りてお礼申し上げます。
　今年で浦戸中学校は70年の
齢を迎えます。巣立っていきま
した先輩や後輩と出会う機会に
は、よく学校の話が出てきます。
ましてや、同窓会を開くときなどは、自分たちがその頃に戻ったよ
うに話が尽きることなく、時の経つのも忘れるぐらいです。学校と
は、何年経っても、誰にとっても、そのようなところなのでしょう。
　今の状況はどうでしょうか。私たちを育てていただいた学校は
変貌を遂げ、小中一貫校となり、特認校として外部の子を受け入
れています。地元に子どもたちがいなくなったことも大きな要因で
すが、当時の先生方や親御さん、行政の方々が一所懸命に努力し
てくださった結果として、このように、どの地域にもない特徴のあ
る学校になることができたのでしょう。島の住民の一人として、感
謝申し上げます。
　4月の入学式に始まり、翌年の3月の卒業式まで、季節ごとに学校
へ出向く機会がたくさんあります。春には小中学校合同の運動会、
秋の文化祭。特に演劇は、他に類を見ないくらいの感動を覚えるも
のです。そして冬、臼と杵を用いての昔ながらのもちつき大会もあ
ります。子どもたちや先生方、親御さんとふれあう機会をつくってく
れる浦戸小中学校に“ありがとう”という言葉を贈らせてください。
　長浜でのアサリ採取、牡蠣むき体験、海苔すき体験など多数の学
校行事があり、地域の方々を講師に迎えるなど、積極的な参加型の
学校運営により地域とのコミュニケーションが図られていることを
とても嬉しく思っています。
　子どもたちにとって、浦戸小中学校でしか経験できないものもあ
ります。その一つが、限られた時間を有効に活用する“船勉”です。
市営汽船の船の中での勉強……。乗船している一般の方々にとって
も、微笑ましい光景に映ることでしょう。
　地域の人々、学校の方々、行政や親御さん、みんなで多くの知
恵を出し合い、素敵な地域、素晴らしい学校を目指して進んでい
くことを期待して、筆を擱きます。

（塩竈市立浦戸小中学校用務員　野々島在住　鈴木　裕）

◆島側からみた離島通学◆

小中学生が一体となった縦割りの班
を４つ編成し、登下校する。
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子
ど
も
た
ち
は
、
島
の
学
校
に
来
る
こ
と
で
豊
か
な
自
然
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
島
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
合
い
の
中

で
、
あ
い
さ
つ
の
習
慣
や
、
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
や
行
動
で
表
す

こ
と
を
身
に
付
け
ま
す
。

　

一
方
、
島
に
学
校
が
あ
り
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
く
る
こ

と
で
、
島
の
皆
さ
ん
も
生
活
に
潤
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。「
学
校
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
生
き
が
い
の
一
部
。

島
の
活
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
、
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
島
の
方
々
と
と
も
に
歩
む
学
校
で
す
。
浦
戸
の
素
晴

ら
し
い
教
育
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
思
い
や
り
が

あ
り
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
自
ら
を
主
体
的

に
高
め
て
い
く
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
島
の
生
活
や
将
来
の
発
展
に

貢
献
す
る
活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

■

浜
は
、
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒

も
そ
の
地
域
清
掃
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
も

の
と
し
て
の
連
帯
感
と
感
謝
の
念
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
島
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
や
秋
祭
り
で
は
、
児
童
・
生
徒

が
踊
り
や
太
鼓
を
披
露
し
た
り
、
お
神
輿
を
担
い
だ
り
と
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

③
多
く
の
方
々
の
厚
意
で
支
え
ら
れ
る
体
験
活
動

　

本
校
の
活
動
の
多
く
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
大

学
や
高
校
の
先
生
方
や
、
カ
ヌ
ー
の
設
置
な
ど
の
海
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
演
劇
の
指
導
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
る
劇
団

員
の
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
手
を
差
し
伸

べ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

●
浦
戸
の
環
境
を
生
か
す
特
認
校

　

特
認
校
制
度
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
周
知
が
十
分

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
秋
に
は
学
校
案
内

を
市
の
広
報
誌
に
掲
載
し
、
学
校
説
明
会
を
幼
稚

園
・
保
育
所
で
開
く
な
ど
、
広
報
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。
浦
戸
小
中
学
校
の
合
い
言
葉
は
「
一
心

同
体
」
で
す
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
学
校
に
関

わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
す
べ
て
の
方
々
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
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塩竈市立浦戸小中学校校長。
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り現職。気仙沼市立大島中学
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となる。
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